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新任の先生方

〈新任教員紹介（50音順）〉

１．お名前；２．ご担当科目；３．最終学歴および略歴；４．学生に一言。

１．北　村　由　美（きたむら　ゆみ）

２．資料特論

３．学術博士（一橋大学言語社会研究科）。2001年より京都大学東南アジア

研究所助教

４．まだまだ皆さんに一言言える立場ではありませんので、私自身が諸先輩

方に言っていただき、励みになった言葉を贈ります。「誰にも遠慮しなく

てよい、めいっぱいやるように！」の一言です。もしまだめいっぱいやり

たいことが見つかっていない方は、大学で出会うことができる人や書物に

ヒントがあるかもしれません。若い皆さんにとっては大学というの場が、

狭く閉ざされた社会のように感じられることもあると思います。しかし大

学で出会う人や書物は、限りなく広い世界への扉の鍵であることが多々あ

ります。鍵の探し方、探すタイミング、場所は他にも色々あると思います

が、ぜひ大学生活の中でも探してみて下さい。

１．木　下　みゆき（きのした　みゆき）

２．情報資料論

３．大阪教育大学大学院教育学研究科修士課程修了。企業勤務、予備校講師

や大学図書館勤務を経て、1994年９月より財団法人大阪府男女協働社会づ

くり財団（現大阪府男女共同参画推進財団）職員。情報ライブラリースタッ

フ、情報担当コーディネーター、企画推進グループアシスタントディレク

ター等を経て、2010年４月より理事（事業担当）兼統括ディレクター、現

在に至る。1998年４月から2002年９月まで大阪女学院短期大学講師を兼任。

2009年度より桃山学院大学司書講習講師。
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４．これまでの６年間、図書館実習の場としてドーンセンター（大阪府立男

女共同参画・青少年センター）情報ライブラリーを選んでくださった十数

名の同志社大学学生さんと楽しいご縁がありました。今年度は通年科目で

ある「情報資料論」を担当させていただくことになり、実習の短期間とは

違ったかたちでの学生のみなさんとの出会いを楽しみしております。様々

な角度から情報・資料について考えることを通して、みなさんに図書館の

意義や楽しさを再認識していただけるような授業ができるよう、がんばり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。


